
2018年度CARE専門家向けワークショップ実施報告 および

CARE“新ファシリテーター資格制度”最新情報

2018年10月8日（月・祝）に本学において第 3回目

の『CARE（子どもと大人の粋を深めるプログラム）

専門家向けワークショップ』を開催しました。今回

も昨年に引き続き、本学大学院修了生、神田有里子

氏と池田くるみ氏の 2名が、 CAREトレーナーと

して加わり、筆者と 3名でワークショップを実施し

ました。今年も昨年以上に多くの専門家の方々にご

参加しミただき、最高の参加者数（オブザーバー含む）

となりました。多くの参加者の皆様の積極的参与の

もと大変充実した講座を持つことができました。

本稿では、今回の CARE専門家向けワーク

ショップの開催の様子を簡単にお伝えするととも

に、 2018年度の米国 CARE™ による「新ファシリ

テーター制度Jへの変更に伴い、今般大幅改定され

たCARE-Japanの新資格制度の変更ポイントにつ

いて解説します。

1. CARE （子どもと大人の紳を深めるプログラ

ム）とは

CARE (Child Adult Relationship Enhancement) 

とは、 PCIT(Parent Child Interaction Therapy : 

親子相互交流療法）の子育てに有効なコミュニケー

ションスキルのミニマムエッセンスを体験的に学べ

る心理教育プログラムです。 CAREは、米国シン

シナテイ子ども病院内のメイヨーソン・センターと

チャイルドフッドトラストによって開発された現場

の声に即した、トラウマに配慮されたトレーニング

プログラムです。（PCITとは、子どもの問題行動

や親子関係改善に高い効果を上げている EBP

(Evidence Based Practice）で、親子がともに遊ぶ

なかで親に子育てに有効なスキルをライブコーチン

グしていく心理療法です。） CAREは心理療法であ

るPCITとは異なり「非臨床群」を対象とするプ

ログラムです。また、 2歳～児童期を中心に思春期

も含めた子どもの親および子どもと関わるすべての

園吉知子

（人間科学研究科教授）

大人に有効とされています。

2008年に日本に導入された CAREは現在日本で

は関東圏中心に展開してきており、関西では受講で

きる機関は限られています。その意味においても、

今年も継続して CARE-Japan認定“専門家向け”

ワークショップが本学で実施できたことは、地域支

援を活動の重要な柱と位置づける本学心理相談室の

ポリシーと一致するものと言えます。

2.本学でのワークショップ概要

今回も CARE™ の正規マニュアル（CARE

Japan 2016年版）に基づいて実施しました。自己

紹介と研修目標の確認の後、①CAREで推奨され

るスキル（ 3 P）と避けるべきスキル（ 3 K）の解

説とロールプレイ、②3Pと3Kのスキルチェック

実習、③選択的注目の解説と実習、④思春期の子ど

もへの対応、⑤適切な命令の出し方、⑥こわれたレ

コードの技法の説明とロールプレイなどを、具体例

を示しつつ、ロールプレイを取り入れつつ、トレー

ナー 3名で実施しました。質疑応答はその都度活発

になされ、オープンな雰囲気の中で実習が進められ

ていきました。

今年の専門家向けワークショップでは、 18名の新

規受講者があり、さらに 8名の方がオブザーバーと

してファシリテータ一体験をされました。新規参加

者とオブザーバーを合わせて26名にものぼる、大

学、公的施設、医療機関等における対人援助の専門

家（臨床心理士、看護師、保育士、福祉職など）が

集い、童心に帰って子どものロールを取り合うな

ど、楽しい雰囲気で学ばれていました。オブザー

パーの先生方も熱意をもって積極的に実習にコミッ

トしてくださり、参加者へのサポートを通して自ら

の学びを深めておられました。参加者の満足度は高

く、おおむね好評のうちにワークショップを終了す

ることカ宝できました。
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3. CAREにおける資格制度改変について

CAREには、今回本学で実施したような「専門

家向けJと親などを対象とした「一般向け」の2種

類のワークショップが存在します。自らの子育てや

対人援助的関わりに（あくまでも個人の学びとし

て） CAREのスキルを 1対 lで活かしていく分に

は、上記のいずれかを受講すればそれでよいのです

が、一歩進んで、他者に CAREのスキルを（仕事

として）教えるなど、 CAREのスキルを導入した

親子の関わりについての助言や専門的対応を業務と

して行う場合には「トレーナー」（新制度では「フア

シリテーター」）資格が必要となります。今般、米

国の CARE™ 本部において、リサーチベースト、

エピデンスペーストの観点から CARE™ プログラ

ムの質の維持、向上、トラウマインフォームドケア

の重視の明確化、 CARE™ のマニュアル改定等に

伴い、資格制度が大幅に変更されました。この流れ

を受けて日本でもマニュアルはじめ、ワークショッ

プ実施担当者の呼称や資格取得条件なども変更にな

りましたので、この場を借りて（差し支えの無い範

囲で）簡単にご紹介します。

( 1 ) 呼称の変更：

「トレーナー」から「ファシリテーターjに

CAREワークショップを実施できる者は、これ

まで「トレーナー」（旧）と呼ばれてきましたが、

今回の変更では、「ファシリテーター」（新）に呼称

が変わります。また、 PCITを受講したトレーナー

を「シニアトレーナー」（旧）、 PCIT未修得のトレー

ナーを「ジュニアトレーナー」（！日）と区別してい

ましたが、そのトレーナ一種別も廃止され「ファシ

リテーター」に一本化されました。さらに上記の呼

称変更に伴い、従来トレーナー資格を取るための必

須条件であった講座も「トレーニングワークショッ

プ」（旧）から「ファシリテーターワークショップ」

（新）に名称が変更となりました。「ファシリテー

ター」という協働関係を示す名称を用いることで、

参加者とより対等な関係が強調されているように思

われます。（なお、今回の改正で、ファシリテーター

を養成できる最上位資格のみ「ファシリテータート

レーナー」と呼ぶことになりました。これは、直接

CARE™ にてトレーニングを受けた者だけに与え

られる資格で、日本では2名、米国でも 5名のみと

なります。）

(2) 資格取得の条件： EBP受講の義務化

CAREの資格取得要件が下記のように変更にな

りました。

A. 資格要件：下記の 3つの資格要件を満たすこと

a. メンタルヘルス領域の有資格者（医師、看護

師、保健師、臨床心理士、臨床発達心理士、

精神保健福祉士、公認心理師など。）

b.修士以上の学位取得者

C. 以下の EBPのうち 1つ以上のワークシヨツ

プを受講

・ PCIT （親子相互交流療法）

・ Incredible Years 

・ Helping the Noncompliant Child 

・ Triple-P 前向き子育てプログラム（専門家

向け）

・ Parent Management Training Program-

Oregon model 

今回、上記cのEBP受講の義務化が新たに加わ

りました。現在、実際に日本で受講機会が多いのは

PCITであるため、 PCITの40時間イニシャルワー

クショップの開催が今後、我が国では強く求められ

ていくことが予想されます。

B. 受講条件：上記Aを満たした上で、以下を受講

すること。

a . CARE Japan認定フアシリテーターによる

3.5時間～4時間のワークショップ受講

b. CARE-Japan認定ファシリテータートレー

ナー（以下 FT）による3.5時間～ 4時間の

ファシリテータートレーニングを修了（現

在、 FTは日本国内で2名のみ。）

さらにファシリテータートレーニング｛彦了

後、実践と並行して、 1年間に 4回のコンサ

ルテーションを受講。（コンサルテーションの

詳細については、現在検討中となっています。）

＊なお、 Aの用件を満たさない場合でも、認定フア
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ムや深い心理力動を理解していなければサポートで

きないような切実で鋭い質問が寄せられることが

多々あり、心理療法ではないにせよ、教える側が

CAREの真価を十分理解し、応用的に実践指導す

るための専門性（内実）を重視する傾向が強まった

ことを意味すると思われます。

したいと願う方々にとり、本学大学院で学ぶことは

大きなメリットになっていくことでしょう。

新しい技法の学びを推進、発展させていくには、

単に広めればよいというわけではなく、当然なが

ら、常に質の担保も考えなければならないというジ

レンマがつきまといます。ここを間違えると、たと

え技法そのものは良いものであっても、援助を求め

て来られる方に誤解を与え、傷つけるものとなりか

ねません。ここは自戒すべき点です。本学では、少

人数という“逆説的スケールメリット”を生かして、

対人援助者としての質を落とさずに、着実にていね

いに PCITやCAREなど真に役立つ能力の育成を

推進してまいりたいと願っております。今後とも、

本学大学院ならびに心理相談室をよろしくお願い申

し上げます。

幸いなことに、本学では2019年度から大学院博士

前期課程において PCITイニシャルワークショッ

プを盛り込んだ授業を開始します。よって、本学の

大学院修了生は前期課程を修了し臨床心理士（ある

いは、公認心理師）資格を取得すれば、 CAREファ

シリテーター資格要件を速やかに満たすことができ

ることになります。 CAREの資格要件の変更はご

く最近発表されたことなので、筆者には預り知らな

いことでしたが、今後専門家として CAREを活用
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＊日時 2018年10月8日（月・祝） 138寺30分～188寺00分
＊場jifi 神戸合学院大学 S-19教室（阪急 f門戸厄神』駅徒歩15分）

＊講師 CAREシエ？トレーナー
国吉知子｛神戸女学院大学教授・臨床J伽理士〉 働

＊定員 初回安裁者16名・オヲザーパー妥論者若干名
＊申込者多数の混合は鴻選となります

＊申込方法，＜－tLに①～⑥ぬ~事事項を記載し．下記？ドレスに決申し込おくEまさい
事務手続§土、すぐに選債を器移い場合があり苦手坊が、ご容赦く1cさい

＊申込先 o仔ice.臼陀kobe@amail樋com

＊申込期間 2018年8月278（汚｝～9F.114B（金）参加可否は9/21（翻迄にお明らせします。

＊「参加古Ii の簿絡の後、下書百口俸に 9J'l来日夜でにお振込み〈だ－~し＼

争初回要請者φ 券オーZザー／｛一号E講者争
・参加費一般 5,000円 ・参加費 2,000円

※院生・本学大学院修了生4β00円 ＊金問J：以.＇.：：：：1.ての.::tヌヌト：.ISア参加はあ.£::l.1!ま:Jtfi,

・申込事項 ・申込事項
①氏名（漢字＋ローマ字表記） ①氏名（漢浮＋ローマ字表記）
②性別 (g:性別
③ご所属および織寝 ③ご所属および織種
④連絡先メールアドレス ④連絡先メールアドレス
⑤参加形態（初めてCAREのWSIこ参加 ⑤参加形態： 1回以上CAREのws参加経駿の

される方は，受講者とお書きください） ある方は必ず「オブザーバーJと明記下さい
⑥今回のwsをお知りになっ疋きっかけ ⑥前回のWS参加の年尽巴とトレーナ名
⑦過去の地選もれ：あればご記載ください を分かる範屈でお書きください

＊振込先三井住友銀行申東支店督遜口座 1004210学）神戸立学院【1J"?)Jijl¥' fョ1J"?1）】
｛事加可の耳目 ・擦込段銀銭ゑ 1%守科書昨の続！こ「CARE！と入れて〈だE主い”

・手数料はご本人様負担となります。なお、理由の如何を悶わず、返金は致しかねます。
・銀行振込書草跡巡回必ずご絡事告下さい．（受信でご漫示いただく場合が濁ります。〉

CAREワークショップチラシ

- 224-




